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ヒートポンプによる再生可能エネルギーの活用ヒートポンプによる再生可能エネルギーの活用
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ヒートポンプ給湯器の多様なラインナップヒートポンプ給湯器の多様なラインナップ
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海外での取組み海外での取組み

地球規模での温暖化対策であり、当社の

ＣＯ２削減目標達成にも使うことができること、

また国際貢献の観点からも重要と認識

↑ベトナム小水力CDM

←中国小水力CDM↑ニュージーランド風力JI

↓オーストラリア環境植林
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国内クレジット制度への取組み国内クレジット制度への取組み

1 今津サンブリッジホテル
電化案件

（電気式HP空調・給湯、照明）

空調
給湯
照明

903

2
3
4

京都大学（３地点）
①吉田ｷｬﾝﾊﾟｽ（病院含）
②原子炉研究所
③宇治ｷｬﾝﾊﾟｽ

電化案件
（電気式ヒートポンプ空調他）

+
燃料転換（油→ガス）

空調
照明

他

4,672
①2,768
②1,632
③272

5
平群バラ組合
（6農家ﾊﾞﾝﾄﾞﾘﾝｸﾞ）

電化案件
（電気式ヒートポンプ空調）

空調 1,620 

6
松原興業
〔松原天然温泉YOU.ゆー〕

電化案件
（電気式ヒートポンプ空調・給湯）

空調
給湯

492 

お客さま名 活動区分 対象設備
CO2ｸﾚｼﾞｯﾄ
移転見込み

（t-CO2）
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将来に向けた研究開発について将来に向けた研究開発について

＜電力の安全・安定供給を
支える技術開発＞

（発電･送変電・配電設備等の
健全性評価技術等）

＜お客さまの利便性向上に資する技術開発＞
（情報通信技術、環境技術等）

技術開発の推進

＜関電のスマートグリッドを
構築するための技術開発＞
（制御技術、蓄電池技術等）

＜お客さまの省エネ・省コスト・
省ＣＯ２に貢献する技術開発＞

（電化機器の開発等）

＜次世代の発電技術、低炭素社会につながる技術開発＞
（石炭ガス化複合発電、ＣＯ２分離・回収技術等）

エネルギーと暮らしの
ベストパートナー

新時代のエネルギー
安定供給のパイオニア

低炭素社会の
メインプレーヤー

真に価値のある最先端技術を見極め、グループ全体の成長を支えるための技術開発や
低炭素社会の実現に寄与する技術開発を推進する。
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火力発電に関する研究開発火力発電に関する研究開発

火力発電所の排ガスからＣＯ２を分離・回収・貯留する技術の開発を進めている。

■ＣＯ２分離・回収技術（排煙脱炭技術）の開発

1990年から、三菱重工業㈱と共同で化学吸収法の

技術開発に取組んでいます。南港発電所にパイロット

プラントを設置、これまでに世界最高効率の吸収液

「KS-1」を開発し、トップレベルのＣＯ２分離・回収技術

を確立し、現在も吸収液の更なる改良・経済性の向上

などに努めています。

■日本CCS調査株式会社

・CCSの技術調査、研究開発及び事業化調査を行う。

・電力、石油元売り、鉄鋼などが出資し、2008年5月設立。

・大規模実証試験の早期実施に向けたNEDOの委託事業、

経産省の補助事業・委託事業をこれまで実施。

処理ガス
天然ガス焚き

ボイラー排ガス

ＣＯ２濃度 約１０％

処理ガス量
600m3N/h

(発電出力
200kW相当)

ＣＯ２回収量 2 t/日

■CCSの課題

・高コスト（特にエネルギー使用量の削減）

・大規模実証試験による知見の集約

・分離・回収、輸送、圧入・貯留の統合システムとしての最適化

・既設発電所への適用方法

・貯留候補サイトのデータ収集

・モニタリング、挙動解析手法の確立

・永続性を含めた国際的ルールの確立

・関連法整備

・非常時の対応策

・周辺地域への理解活動
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石炭ガス化複合発電（石炭ガス化複合発電（IGCCIGCC）に関する取組み）に関する取組み

■設立日 Ｈ１３．６．１５

■事業内容 石炭ガス化複合発電(IGCC)に関する試験・研究

■資本金 １億円

■出資企業 北海道電力(3.25%)、東北電力(8.35%)、東京電力(32.30%)、

中部電力(14.25%)、北陸電力(2.90%)、関西電力(16.75%)、

中国電力(6.25%)、四国電力(2.95%)、九州電力(8.70%)、

電源開発(4.30%)

■所在地 福島県いわき市岩間町川田102-3

実証試験スケジュール

250MW級

目標熱効率
※ＬＨＶ（ＨＨＶ）

出力

IGCC実証機の仕様

４８％（４６％）発電端

勿来ＩＧＣＣ実証機

㈱クリーンコールパワー研究所（CCP）の概要




